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ピッジの骨格筋
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騨勤卿

拳､轍色

…

邑一蜂

助物：めん:Y;コリデール甑、２力)】齢，雌．191京生

噸。

鴎床lili兇：９０１１胎齢にアカパネウイルスをImi脈内接

繩ぎれた妊羊５９jllのうち．２頭はウイルス接抓後１０日．

３０１１mに御j検した。弧I）３頭の妊羊は４誠のイ･羊を正術

分娩し、チ羊は外IiLI2とくに異常を認めなかった。本例

は．龍後体裕が'j､さい程皮で体形異常，迎動障齊はなか

ったが，発行不良として殺処分した。なお，母羊の飼育

管理はl0jlTイリまで昼ＩＨＩは放牧し，夜IHIは舎飼いとし、

その後は終日介飼いとした。給餌は配合飼料と乾戴を自

111に摂取させた。

肉IIlL所見：jiMI皮すると腎筋、背ｶﾞﾛﾋﾟ長筋および半砿様

筋などの鵬幹筋は．筋束単位に線繼の走行に沿って灰白

色の条線が密に魁ぬられた。灰白色病巣におけるこの条

線は粗大で．やや硬く表而に隆起し、線維机互Ⅲ]は粗僻

であった。筋束の川面でも二の灰白色変色部は、表面か

ら深部にまでおよんでいた。他の躯幹筋には変状が腿め

られなかった。なお，心筋を含む内臓諸臓器には特に異

常が認められなかった。

組織所見：弱拡大で観察すると，やや好塩恭性の染

色態度を示す筋繍維が束状に定I)，その中心部には石灰

様物魔をとＩ)囲んだ肉芽腿抑病巣が認めらオした（Fig.1．

Ｈ－Ｅ，Ｘ112)。この肉芽脈様部は．主に組織球性細胞から

成り，石灰様物画を中心とした合胞体性巨細胞像ととら・

に，筋鞘細胞核の迎鍼（Ｆｉｇ２・Ｈ－Ｅ，×560)．リンパ球の

浸潤を伴う総合繊のj1vi生が認められ，石灰様物質はＰＡＳ

染色陽性．Kossa染色陰性であった。なお，肉芽脈棟病

巣をとり囲むやや好塩基性に染まる筋線維は．経皮のＰ

ＡＳ陽性反応を示した。この病巣に隣接した好塩韮性筋

線維群は，しばしば筋納核の数と大きさの斯大を伴って

いた。その他の変化として，筋線維の横紋のみだれ，硝

子様膨化も認められた。

この標本についての意見は従来野外で翠ぬられた羊の

筋肉変性と変らぬものであり，筋細胞の再生、巨細胞の

起源，および変性像などについて述べられた。出題標本

の参考資料として供覧した９０日胎齢アカバネウイルス接

趣後１０日，３０日目の胎児における纒幹筋の耐壇惚を考慮

する論議はなかった。

組織診断：子羊の筋変性症
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